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支援物資とフィードバック実現の流れ

自治体窓口等

避難所・施設等

支援物資

フィードバックメッセージ

支援企業
／団体

避難所・施設等

ラベル印刷 フィ ドバックメッセ ジ

活用システム（ＮＲＩ）貼付ラベル
データ取得

ラベル印刷
貼付

箱毎のメッセ ジの

新着通知

現地情報・写真
感想・感謝など

箱単位で発送の経緯やフィード
バックメッセージを管理

箱毎のメッセージの
公開可否確認

公開ページ 現地からの

自社サイト
で紹介など

コピー取得 現地からの
・どこに届いたのか
・どんな人の役にたったのか ・・・
が伝われば より支援の輪が広がるのでは？

ホームページで
公開、情報提供
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が伝われば、より支援の輪が広がるのでは？



フィードバックメッセ-ジ活用システムのメニュー構成
その箱に対するフ ドバ ク配送した箱単位の管理画面 その箱に対するフィードバック
メッセージ管理画面

メッセージの修正（個人情報部分の削除など）添付
画像や動画の紹介可否

貼付ラベル印刷用データ生成

箱毎のメ ルアド

貼付ラベル例
（自由に変更可）

個々のフィードバック
メッセージの公開可否管理

箱毎のメールアド

レスを割り当てし
て一括印刷
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箱毎の公開
ページ生成



支援活動中の企業、団体の立場から見て

現在の支援活動で送っている物資ダンボールの一部へのシール貼付けから

今の支援活動を変更せずに試行可能

フィ ドバックメッセ ジは NRIのサイトで自動処理し 箱毎に確認が可能フィードバックメッセージは、NRIのサイトで自動処理し、箱毎に確認が可能

第三者的立場の運営サイトの活用メリット

システムや設備の変更無くすぐにスタートできるシステムや設備の変更無くすぐにスタートできる

ネガティブな反応のリスクも考えられるが、客観的立場で試行できる

複数の企業や団体でフィードバックされた現地の生の声を集めて共有し、参加団体間の協力で
避難所単位での不足物、提供状況を把握し、きめ細かなニーズ変化への対応が可能避難所単位での不足物、提供状況を把握し、きめ細かなニ ズ変化への対応が可能

情報提供者のメールアドレスはサイトの集計処理にて消去・匿名化されて、

個人情報関連のリスクを低減
※メールの宛先を企業・団体向けとして直接受け取り、サイトに転送して集計処理、という形も可能

自社 体 ドバ ク 手応 があれば り主体的 組

第三者的立場の運営サイトを宛先にすることで「物資のお礼を求めているのでは？」との

印象を回避

自社・団体へのフィードバックに手応えがあれば、より主体的取組みや、

新たな企画の検討へ
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その後のSTEP：（本取り組みにてフィードバックの効果が確認、認知された場合の可能性として）

企業製品の購入に連携した福祉貢献活動などへの適用も

連携対象製品購入一般消費者

支援企業／団体
自治体窓口等

支援物資

一定割合の連携
支援メッセージの登録、希望支援先の登録
自分の支援分に該当する物資の配送結果確認

避難所・施設等

ラベル印刷
貼付

貼付ラベル
データ取得

新着通知

フィードバックメッセージ
活用システム

新着通知

箱毎のメッセージの
公開可否確認

現地情報・写真
感想・感謝など

箱単位で発送の経緯や
フィードバックメッセージを管理

公開ページ
コピー取得自社サイト

でも紹介
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商品を買って支援したいという個人を、企業がサポートすることで継続的な貢献ができる



その後のSTEP:（本取り組みにてフィードバックの効果が確認、認知された場合の可能性として）

企業製品の購入に連携した福祉貢献活動・適用イメージ

製品購入に伴うポイントで支援製品を選択

ポイント処理の確認ポ ト処理の確認

メッセージ登録 （送付物資にメッセージが添付される）
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このポイント分に該当する発送物資を割り当て
ホームページで経過を確認可能に


